
科目名 時間数 開講年次

専門分野 成人看護Ⅴ 39時間 1年後期

科目目標 ・健康障害のある成人の特徴を理解できる。

　 ・疾病や発達段階に応じた日常生活の援助と診察の補助について理解できる。

　

時間 教育方法 備考

◎呼吸器疾患患者の看護  10 講義
　1．呼吸器疾患看護の基本

　　Ⅰ呼吸器疾患患者への看護の目的

　　Ⅱ呼吸器疾患患者の特徴

　　Ⅲ看護の役割

　2．呼吸器疾患患者の看護
　　Ⅰ経過別看護

    Ⅱ在宅・地域との連携

　　Ⅲ主な症状と看護

　　Ⅳ検査・治療・処置に伴う看護

　　Ⅴ主な疾患患者の看護

　　ⅥCOPD患者の看護の事例

◎循環器疾患患者の看護                    10 講義
　1．循環器疾患看護の基本

　　Ⅰ循環器疾患患者への看護の目的

　　Ⅱ循環器疾患患者の特徴

　　Ⅲ看護の役割

　2．循環器疾患患者の看護
　　Ⅰ経過別看護

    Ⅱ在宅・地域との連携

　　Ⅲ主な症状と看護

　　Ⅳ検査・治療・処置に伴う看護

　　Ⅴ主な疾患患者の看護

　　Ⅵ心筋梗塞から心不全へ移行した患者の事例

◎血液・造血器疾患看護の看護            6 講義
　1．血液・造血器疾患看護の基本

　　Ⅰ血液・造血器疾患患者への看護の目的　　　　

　　Ⅱ血液・造血器疾患患者の特徴　　　　

　　Ⅲ看護の役割

　2．血液・造血器疾患患者の看護
　　Ⅰ経過別看護 Ⅳ検査・治療・処置に伴う看護

    Ⅱ在宅看護・地域との連携 Ⅴ主な疾患患者の看護

　　Ⅲ主な症状と看護 Ⅵ急性骨髄性白血病患者の看護の事例

担当講師

緒方敬子、髙宗知子

授業内容



時間 教育方法 備考授業内容

◎アレルギー疾患・膠原病患者の看護            4 講義

　1．アレルギー疾患・膠原病の看護の基本
　　Aアレルギー疾患・膠原病患者の看護の目的　　　

　　Bアレルギー疾患・膠原病患者の特徴
　　Cアレルギー疾患・膠原病患者の看護の役割　　

　　D看護の場とその特徴

　2．アレルギー疾患・膠原病患者の看護

　　Ⅰ経過別看護 Ⅳ検査・治療・処置に伴う看護

    Ⅱ在宅・地域との連携 Ⅴ主な疾患患者の看護

　　Ⅲ主な症状と看護 ⅥSLE患者看護の事例

◎終講試験・解説 2

◎まとめ　2年次（実習前） 4 専任教員

◎集中講義 まとめ　2年次 3 講義 1時間は

専任教員

テキスト

・看護学入門8・9　　成人看護Ⅰ・Ⅱ　　　メヂカルフレンド社

評価方法
講義態度・課題提出・終講試験


